



































い時期　1870 頃～ 1885 頃
ⅲ円熟期―才能が開花し、自在に表現できた時期　



























る。「蝶と花 Le Papillon et la Fleur」「五月 Mai」





ィル・ゴーティエ Theophil Gautier(1811 ～ 72) の詩


























































　Sur l’eau の u〔ｙ〕は、長さのない母音であるが
この曲では４分音符で１拍を与えられられているので





















い。Environnant の En は〔a〕の鼻母音よりむしろ広
い〔〕の鼻母音の方が近い。〔a〕という発音記号で表
現するとわかりやすいのかもしれない。― nant も同
じ母音である。D’un sillage d’argent〔doe  sija




de la Sonde, 〔dEzil d la sd 〕の Des îles は
s を次の母音と必ずリエゾンさせて〔zi〕と軽く濁る。
De l’Inde au ciel brule,〔d  lEdo sjel bryle〕 
l’Inde の〔E 〕は〔E 〕の鼻母音化というよりかは
もっと明るいアに近く、口を横に開いた〔a〕を鼻母
音化するとよい。brule の〔e〕は狭く。




fuyons toujours, の fuyons〔fy〕は〔y〕から〔i〕
に素早く口を変化させる。A notre vieille mere, の 
vieille〔vijEj〕は〔i〕から〔E〕に素早く口を変化
させる。A nos jeunes amours ;
のリエゾンは必ずする。
　Existence sublime !　の Existence の最初の子
音はいずれも〔Egzi〕のように濁る。最後の Nous 


































































































































『Faure et l’inexprimable』 Vladmir Jankelevitch Plon 1988
『French song』　Ｂ．Meister　Indiana　1980
『Gabriel Faure』　Ｊ‐Ｍ．Nectoux　Flammarion　1990
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